
第 26回へき地・離島救急医療学会学術集会 in隠岐の島プログラム 

 

13:00～13:05 開会 学術集会長挨拶 

 

13:05～14:05 パネルディスカッション①  

     テーマ：総合診療医がへき地離島を救う 

     座長：白石 吉彦（隠岐広域連合立島前病院） 

     演者：濵﨑 雅文（津和野共存病院） 

        青木 信也（塩田病院） 

        室原 誉怜（下甑手打診療所）   

 

14:10～15:10 パネルディスカッション②  

テーマ：看護職の立場からへき地・離島における地域医療の持続可能性について考える 

座長：岩下 義明（島根大学医学部附属病院救命救急センター教授 

   芹田 晃道（隠岐広域連合立隠岐病院診療支援室室長 総合診療科診療看護師） 

      演者：和氣 幸佑（長崎県上五島病院 看護師） 

         本田 和也（国立病院機構 長崎医療センター 診療看護師） 

         高橋 淳（株式会社 Reha Labo Japan 看護部長） 

         森 隆子（与論町役場 保健師） 

         家中 ふみ代（隠岐広域連合立島前病院 看護部長） 

 

15:20～16:20 一般演題Ⅰ 医療体制 

                       座長 長崎大学病院 地域医療支援センター 高山隼人 

  

Ⅰ－1 離島における COVID19感染状況から見た対策の検討 

                                 北海道立天売診療所 大野義一朗 

 Ⅰ－2 離島の地域がん診療病院における免疫チェックポイント阻害薬と免疫関連有害事象 

                                  鹿児島県立大島病院 森田喜紀 

 Ⅰ－3 鹿児島県奄美群島と北海道遠紋地域を比較して 

     〜北と南、2100km離れた 2箇所を拠点とした活動を通して〜 

                              紋別市休日夜間急病センター 服部淳一 

 Ⅰ－4 僻地・離島救急における医療 DX 

                             自治医科大学 救命救急センター 米川力 

 Ⅰ－5 戦争の影響は一生涯続く ～SDGs行動目標 16：平和と公平を全ての人に～ 

                            福岡県済生会二日市病院 救急部 吉山直政 

 Ⅰ－6 不良在庫を少なくする為の隠岐病院薬剤科の取り組み 

                                隠岐広域連合立隠岐病院 田平明啓 

 Ⅰ－7 AIと医療従事者の役割再定義：SDGsとの連携を通じた効率化と人間中心の医療を目指して 

                                隠岐広域連合立隠岐病院 助永親彦 

 



16:25～17:25 一般演題Ⅱ 人材育成  

座長 鹿児島大学病院 離島へき地医療人育成センター 大脇哲洋 

 

 Ⅱ－1 無医村に救急医が赴任して村の救急医療は変わったか？ 

                                道志村国民健康保険診療所 松田潔 

 Ⅱ－2 沖縄県竹富町西表島におけるアクティビティ救急の現状と問題点 

                              日本救急システム株式会社 長谷川瑛一 

 Ⅱ－3 教育体制の充実と人材確保：離島医療における SDGs達成にむけた取り組み 

                                隠岐広域連合立隠岐病院 三橋志穂 

 Ⅱ－4 オキフェス 2023開催報告：離島と若者を繋ぐ  

                                隠岐広域連合立隠岐病院 助永親彦 

 Ⅱ－5 地域枠卒業医師のキャリアと勤務に関する意識調査 

                              鹿児島大学医学部医学科 5年 河野裕佳 

 Ⅱ－6 鹿児島県地域枠卒業医師における専門医取得に関する研究：第１報 

                          鹿児島大学病院 地域医療支援センター 東桂子 

 Ⅱ－7 救急医から離島保健所勤務の事例 ―地域枠としての多様な勤務を考える― 

                          名瀬保健所・徳之島保健所 疾病対策係 渋谷謙一 

  

17:30～18:30 一般演題Ⅲ 搬送 

                 座長 隠岐広域連合立隠岐病院 島の医療人育成センター 助永親彦 

 Ⅲ－1 北海道の離島で発生し救急搬送をおこなった熱中症の 1例  

北海道立天売診療所 大野義一朗 

  Ⅲ－2 へき地で発生した院外心停止に対して移動緊急手術室ドクターカーV３で出動して救命しえた１例 

                    八戸市立市民病院救命救急センター 十倉知久 

  Ⅲ－3 空路での本土搬送において、理学療法士が同行したことで患者および家族の負担軽減を図った一例 

                                 隠岐広域連合立隠岐病院 長崎正義 

  Ⅲ－4 離島における重症傷病者の救急対応について 

                                  隠岐広域連合消防本部 石川大志 

  Ⅲ－5 隠岐島前病院における救急搬送の現状と課題 

                               隠岐広域連合立隠岐島前病院 黒谷一志 

  Ⅲ－6 病院間転院搬送業務における National Early Warning Score(NEWS)の有用性について 

                                日本救急システム株式会社 鈴岡克文 

  Ⅲ－7 クラウド統合型救急支援システムの有用性と普及について 

                           大分大学医学部附属病院 災害対策室 中嶋辰徳 

18:30 閉会 

 

発表時間 

パネルディスカッション①：パネリスト発表 15分 全体ディスカッション 15分 

パネルディスカッション②：パネリスト発表 8分 全体ディスカッション 15分 

一般演題：演題発表 6分 質疑応答 2分（I-1、I-2、Ⅱ-1、Ⅱ-2、Ⅲ-1、Ⅲ-2は Zoomで発表） 


